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研 究 室 紹 介

地域医学・医療センター

研究概要
　地域医学・医療センターの研究は，地域住民の健康
に関するテーマについて，各研究室員の今まで培って
きた様々な方法で取り組んでいる．地域医学・医療
センターとしての主たる活動は教育を中心とした
現状になっていることを踏まえ，研究領域において
は地域住民の健康というフィールドを共有しつつ，
各研究室員の自主性に任せ独自に進めている．方法と
しては従来からの実験的手法，疫学的手法に加えて，
新しい数理統計学的手法を用いて，それぞれプロジェ
クト形式でチームを形成し研究を実施している．さら
に，学内の臨床各科や外部組織と連携し共同研究を
進めている．また，地域医療・地域医学教育の改善を
目指した医学教育研究も実施し，新しい教育方法の開
発も行っている．詳細は学内（http://smswww/dept/
doc7/index.html）， お よ び， 学 外 向 け（http://www.
saitama-med.ac.jp/chsc/index.html）のHPを是非ご参
照頂きたい．

Ⅰ．地域医療に関する疫学研究
①地域における生活習慣病の予防（大野，柴﨑，宮﨑，
佐藤）
　毛呂山町の「健康トゥ毛呂− 21」キャンペーンを
サポートする目的で「特定保健指導によるメタボリッ
クシンドロームの動脈硬化改善効果～血管若返り
プロジェクト～」を推進した．研究参加者はさほど
多くなかったが，健診受診率は飛躍的に増加し県内
2 位に躍進した．近隣の市町村が医療費の増加に悩ま
されている中で，毛呂山町国保加入者の一人当たりの
医療費はここ数年増加が抑制されていることに貢献
した可能性がある．メタボリック症候群の積極的支援
対象者が地域の保健師さんの熱心な指導を取り入れ，
生活習慣を改善すると糖および脂質代謝が改善する
とともに，動脈硬化に直接関与する酸化ストレスや中

心血圧の改善に寄与することを明らかにした．一方，
亜鉛を中心とする抗酸化ストレスに必須とされる微量
元素は特定保健指導により減少してしまうことも見出
され，減量とともに必須栄養素の補給の必要性が示唆
された1)．
②地域における感染症対策の効果（柴﨑，荒木，佐藤）
　毛呂山町・坂戸市の小中学校のインフルエンザを
始めとした急性感染症の発生動向を調査し，養護教員
が週 1 回インターネットに登録するシステムを用いて
域内の感染症対策に役立てている．
Ⅱ．生活習慣病予防のための生理学・生化学・分子生
物学的研究（宮﨑）
　亜鉛過剰ラットを用いて，亜鉛負荷が血圧を上昇さ
せ腎血流を低下させることを示した．また，亜鉛欠乏
ラットにおいて，リポ多糖が iNOSの発現を亢進させ，
NOの増加を来すことを示した．今後ヒトで得られた
知見とラットモデルの結果を融合して，生活習慣改善
と亜鉛の過不足のメタボリック症候群や高齢者での
役割を検討中である2, 3)．
Ⅲ．医学教育，とくに地域医療学を含む社会医学教育
のアクションリサーチ（柴﨑，荒木，高橋，佐藤）
　多施設と連携した地域医療教育・専門職連携教育
の成果に関する検討において，平成 24 年度から埼玉
県立大学，城西大学，および，日本工業大学ととも
に文部科学省の大学間連携共同教育推進事業「彩の国
大学連携による地域住民の暮らしを支える連携力の
高い専門職育成」に選定された．各大学からの学生た
ちに症例を通した体験実習を行うことで専門職連携
を体感する機会を提供し，地域医療の現場で専門職
連携教育（Interprofessional Education: IPE）に取り組
んでいる（第 55 回全日本病院学会 シンポジウムにて
発表）（柴﨑）．その成果として学生たちは患者中心の
保健福祉医療について従来の立場を超えた活発な議論
を行った．
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Ⅳ . 数理統計学的研究を用いた疾病の発症予測と予防
に関する研究
　地域の学区域単位で集積した新型インフルエンザ
発生状況について，エージェントベース地域感染症シ
ミュレータのマルチコンパートメントモデルの開発を
進め，局在化した高い感染確率を持つスポットが存在
した場合に累積罹患率の変動が著しく高まることを明
らかにした4)．（荒木）
　メタボリック症候群に対する地域保健活動の論理
的裏づけについて，保健指導による生活習慣改善と従
来の薬物療法による心血管合併症予防に関する効果
について成功率を加味したシミュレーション研究を
行った5)．（大野）
V. 遺伝性高血圧に関する研究
　慶應大学腎内分泌代謝内科との共同で，遺伝性高
血圧・メタボリック症候群の成因について遺伝子多
型やバイオマーカーの面から研究を継続している 6)．

（大野）
VI. 女性の性感染症と妊娠に関する包括的健康支援
( 高橋 )
　地域に根付いた予防医療を目指し，中学校で思春期
の性感染症予防に関する性教育を行っている．また，
医療系専門職・養護教諭を目指す学生に対し「妊娠
適齢期」を教育するためのプログラムとして「私の
ライフプランとその実現のための避妊法」についての
教育・アンケート調査を行い，子どもを欲しいと考え
る女性がその希望を実現できる社会をめざして活動し
ている．（高橋）
◆生物統計・臨床統計コンサルティング
　地域医学・医療センターでは，学内の生物統計・
臨床統計分野の研究デザインならびに，統計解析に
関するコンサルティングを実施している． とくに
EBM（Evidence-based medicine）において必須な臨床
統計学・臨床疫学に関するコンサルティングを中心
とし，学内各部局相互の連携と発展を目指している．
とくに産科 7, 8)および腎臓内科とは共同研究に発展し
ている9, 10)．（荒木，大野）

　このように本研究室は地域医学・医療の様々な課題
について，実地での問題点と向き合いながら，時に
基礎的または数理的な方法をも使い解決方法を模索し
ている段階である．

（文章担当　大野）
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